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五
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五
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飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
飼
料
の
公
定
規
格
（
昭
和
五
十
一
年
七
月
二
十
四
日
農
林
省
告
示
第
七
百
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

令
和
三
年
六
月
四
日 

農
林
水
産
大
臣 

野
上
浩
太
郎 

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
（
以
下
「
傍
線
部
分
」
と
い
う
。
）
で
こ
れ
に
対
応

す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。 

    



改正後 改正前 

第１章 飼料分析法 第１章 飼料分析法 

第１節 通 則 

１ 原子量 

この分析法において採用する各元素の原子量は、2007 年国際原子量表

による。 

第１節 通 則 

１ 原子量 

この分析法において採用する各元素の原子量は、1975 年原子量表によ

る。 

２・３ （略） ２・３ （略） 

４ 試 薬 

（１）この分析法において使用する試薬は、すべて化学薬品であって、別

段の規定があるもののほかは、日本産業規格（ＪＩＳ）１級以上に合

格するもの又はそれに相当する純度のものとする。 

４ 試 薬 

（１）この分析法において使用する試薬は、すべて化学薬品であって、別

段の規定があるもののほかは、日本工業規格（ＪＩＳ）１級以上に合

格するもの又はそれに相当する純度のものとする。 

（２）～（７） （略） （２）～（７） （略） 

第２節 分析試料の調製法 

（略） 

（１）試料が乾燥している場合には、試料を粉砕して１mm の網ふるい（日本

産業規格に定められた標準網ふるい又はこれに相当するふるい目のも

の）を通してよく混合する。 

第２節 分析試料の調製法 

（略） 

（１）試料が乾燥している場合には、試料を粉砕して１mm の網ふるい（日

本工業規格に定められた標準網ふるい又はこれに相当するふるい目の

もの）を通してよく混合する。 

（２）・（３） （略） （２）・（３） （略） 

第３節 成分分析法 

１・２ （略） 

第３節 成分分析法 

１・２ （略） 

３ 粗脂肪の定量法  

 

定    量 

（１）エーテル抽出法   分析試料２～５g を円筒ろ紙（径約 2.2cm、高

さ約９cm）に正確にとり、その上に脱脂綿を少量ずつ数回に分け軽く

おさえるようにして入れる。試料を入れた円筒ろ紙は 95～100℃で２時

３ 粗脂肪の定量法  

 

定    量 

（新設） 

分析試料２～５g を円筒ろ紙（径約 2.2cm、高さ約９cm）に正確にと

り、その上に脱脂綿を少量づつ数回に分け軽くおさえるようにして入れ



間乾燥してから脂肪ひょう量びん（あらかじめ 95～100℃で乾燥して重

さを量っておいたもの）を連結したソックスレー脂肪抽出装置に入

れ、エーテルで抽出する。16 時間抽出した後、円筒ろ紙をとり去り、

脂肪ひょう量びん中のエーテルを回収する。脂肪ひょう量びんをはず

して残りのエーテルを揮発させ 95～100℃で３時間乾燥し、デシケータ

ー中で放冷後、重さを量り、次の式により粗脂肪の量を算出する。  

粗脂肪の量（％）＝（Ｗ１ － Ｗ２）／Ｗ×100 

Ｗ１ ：脂肪ひょう量びん＋抽出物の重量（g）  

Ｗ２ ：脂肪ひょう量びんの重量（g）  

Ｗ ：分析に用いた試料の重量（g） 

 

る。試料を入れた円筒ろ紙は 95～100℃で２時間乾燥してから脂肪ひょう

量びん（あらかじめ 95～100℃で乾燥して重さを量っておいたもの）を連

結したソックスレー脂肪抽出装置に入れ、エーテルで抽出する。16 時間

抽出した後、円筒ろ紙をとり去り、脂肪ひょう量びん中のエーテルを回

収する。脂肪ひょう量びんをはずして残りのエーテルを揮発させ 95～

100℃で３時間乾燥し、デシケーター中で放冷後、重さを量り、次の式に

より粗脂肪の量を算出する。 

粗脂肪の量（％）＝（Ｗ１ － Ｗ２）／Ｗ×100 

Ｗ１ ：脂肪ひょう量びん＋抽出物の重量（g）  

Ｗ２ ：脂肪ひょう量びんの重量（g）  

Ｗ ：分析に用いた試料の重量（g）  

付記 脂肪を多量に含有し試料の粉砕が困難な場合は、第２節の（３）

により分析試料を調製し粗脂肪を定量し、これによって予備抽出さ

れた粗脂肪の量は次のようにして求める。  

予備抽出の際浸出に用いたエーテルをメスフラスコに移し、標

線までエーテルを加えて、その一定量を脂肪ひょう量びん（あらか

じめ 95～100℃で乾燥して重さを量っておいたもの）にとり、エー

テルを回収し、上記定量法に準じて予備抽出された粗脂肪の量を求

める。  

次に、予備抽出後の試料中の粗脂肪の量を上記定量法によって

求め、次の式により原試料の粗脂肪の量を算出する。  

原試料中の粗脂肪の量（％）＝Ｆ１＋（100－Ｆ１）×Ｆ２／100  

Ｆ１ ：予備抽出によって抽出された粗脂肪の量（％）  

Ｆ２ ：予備抽出後の試料中の粗脂肪の量（％）  

付記 脂肪を多量に含有し試料の粉砕が困難な場合は、第２節の（３）に

より分析試料を調製し粗脂肪を定量し、これによって予備抽出された

粗脂肪の量は次のようにして求める。  

予備抽出の際浸出に用いたエーテルをメスフラスコに移し、標線ま

でエーテルを加えて、その一定量を脂肪ひょう量びん（あらかじめ 95

～100℃で乾燥して重さを量っておいたもの）にとり、エーテルを回収

し、上記定量法に準じて予備抽出された粗脂肪の量を求める。  

次に、予備抽出後の試料中の粗脂肪の量を上記定量法によって求

め、次の式により原試料の粗脂肪の量を算出する。  

原試料中の粗脂肪の量（％）＝Ｆ１＋（100－Ｆ１）×Ｆ２／100  

Ｆ１ ：予備抽出によって抽出された粗脂肪の量（％）  

Ｆ２ ：予備抽出後の試料中の粗脂肪の量（％） 

（２）酸分解エーテル抽出法   （１）の規定にかかわらず、全脂粉乳

を原料とする配合飼料については、分析試料２gを100 mLのビーカー

に正確にとり、エタノール２mL を加え、ガラス棒で混和して試料を潤

した後、塩酸（４＋１）20mL を加えて時計皿で覆い、70～80℃の水浴

（新設） 

 



中でときどきかき混ぜながら 1 時間加熱した後放冷する。先のビーカ

ーの内容物を 200mL の分液漏斗 A に入れ、ビーカーをエタノール 10mL

及びエーテル25mLで順次洗浄し、洗液を分液漏斗Aに合わせる。更に

エーテル75mLを分液漏斗Aに加え、振り混ぜた後静置する。エーテル

層（上層）をピペット等でとり、あらかじめ水60mLを入れた500mLの

分液漏斗Bに加える。 

分液漏斗 A にエーテル 50mL を加え、同様に２回操作し、各エーテル

層をピペット等でとり、分液漏斗Bに合わせる。 

分液漏斗 B を振り混ぜた後静置し、水層（下層）を捨てる。更に水

60mL を分液漏斗 B に加え、同様に２回操作する。エーテル層をあらか

じめ脱脂綿を詰め硫酸ナトリウム（無水）10g 以上の適量を入れた漏

斗で脂肪ひょう量瓶（あらかじめ 95～100℃で乾燥し、デシケーター

中で放冷後、重さを量っておいたもの）にろ過する。 

次に、ソックスレー抽出器で先の脂肪ひょう量瓶内のエーテルを回

収する。脂肪ひょう量瓶をはずしてエーテルを揮散させ、95～100℃で

３時間乾燥し、デシケーター中で放冷後、重さを量り、次の式により

粗脂肪の量を算出する。 

粗脂肪の量（％）＝（Ｗ１ － Ｗ２）／Ｗ×100  

Ｗ１ ：脂肪ひょう量びん＋抽出物の重量（g）  

Ｗ２ ：脂肪ひょう量びんの重量（g）  

Ｗ ：分析に用いた試料の重量（g）  

４ 粗繊維の定量法 

 

定    量 

（１） （略） 

（２）ろ過法   分析試料２～５gを500mLのトールビーカーに正確にと

り、1.25％硫酸液を 200mL 加え、（１）と同様に 30 分間煮沸した後、

これを直ちに 0.044mm のステンレス金網（日本産業規格に定められた標

４ 粗繊維の定量法  

 

定    量 

（１） （略） 

（２）ろ過法   分析試料２～５gを 500mL のトールビーカーに正確にと

り、1.25％硫酸液を 200mL 加え、（１）と同様に 30 分間煮沸した後、 

これを直ちに 0.044mm のステンレス金網（日本工業規格に定められた標



準網ふるい又はこれに相当するふるい目のもの）でろ過し、熱水で洗浄

する。 

酸不溶解物を水 130～140mL で元のトールビーカーに全部移し、５％

水酸化ナトリウム液を50mL加え、標線まで水を加えて200mLとし（１）

と同様に 30 分間煮沸した後、ろ紙でろ過し、（１）と同様に操作して

粗繊維の量を算出する。 

 

準網ふるい又はこれに相当するふるい目のもの）でろ過し、熱水で洗浄

する。 

酸不溶解物を水 130～140mL で元のトールビーカーに全部移し、５％

水酸化ナトリウム液を50mL加え、標線まで水を加えて200mLとし（１）

と同様に 30 分間煮沸した後、ろ紙でろ過し、（１）と同様に操作して

粗繊維の量を算出する。 

 

５～10 （略） ５～10 （略） 

  

 



原料名
DM

（％）

トレオ
ニン
（％）

メチオニ
ン

（％）

シスチン
（％）

リジン
（％）

原料名
DM

（％）

トレオ
ニン
（％）

メチオニ
ン

（％）

シスチン
（％）

リジン
（％）

(略) (略) (略) (略) (略) (略) (略) (略) (略) (略) (略) (略)

スクリーニングペレット (略) (略) (略) (略) (略) スクリーニングペレット (略) (略) (略) (略) (略)

製油・糖化副産物
混合ふすま

87.6 0.41 0.22 0.23 0.28 （新設） (新設) (新設) (新設) (新設) (新設)

(略) (略) (略) (略) (略) (略) (略) (略) (略) (略) (略) (略) (略)(略)

（新設）

改正後 改正前

備　　考

ふすま並びに食用油及び糖化製品のそれぞれの
精製工程で発生する副産物を混合、乾燥したも
のであって、CPがおおむね13％、粗脂肪含量
（酸分解エーテル抽出法による。）がおおむね
25％のものであること。栄養価は、暫定的に定
めたものである。

備考

別表第１　アミノ酸（原物中） 　別表第１　アミノ酸（原物中）

(略)(略)



別表第３　可消化養分総量及び代謝エネルギー 別表第３　可消化養分総量及び代謝エネルギー

DM
（％）

TDN
（％）

ME
（Kcal/
kg）

粗たん白
質

粗脂肪
可溶無窒
素物

粗繊維
DM

（％）
TDN
（％）

ME
（Kcal/
kg）

粗たん白
質

粗脂肪
可溶無窒
素物

粗繊維

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

精白米ジスチラーズグ
レインソリュブル

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）
精白米ジスチラーズグ
レインソリュブル

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

鶏 87.9 73.3 2,870 65 92.3 44.9 2.6 60.1

豚 87.9 80.2 － 78 87.7 63.2 20.0 － （新設）（新設） （新設） （新設） （新設） （新設） （新設） （新設） （新設）

牛 － － － － － － － －

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

果　　　糖 （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） 果　　　糖 （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

鶏 － － － － － － － －

豚 － － － － － － － － （新設）（新設） （新設） （新設） （新設） （新設） （新設） （新設） （新設）

牛 87.6 54.1 － 0.3 0.0 71.0 46.0 －

（略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）

ふすま並びに食用油及び糖
化製品のそれぞれの精製工
程で発生する副産物を混
合、乾燥したものであっ
て、CPがおおむね13％、粗
脂肪含量（酸分解エーテル
抽出法による。）がおおむ
ね25％のものであること。
栄養価は、暫定的に定めた
ものである。

（新設） （新設）

（略）

改正後 改正前

原　料　名

（略）

２．そうこう類（ぬか類又は製造かす類であって、でん粉製造の際に得られる副産物又は発酵工業副産物をいう。） ２．そうこう類（ぬか類又は製造かす類であって、でん粉製造の際に得られる副産物又は発酵工業副産物をいう。）

製油・糖化副産物混合
ふすま

備　　考

（略） （略）

原　料　名
畜
　
種

５．その他 ５．その他

（新設）
甘蔗茎粉末（さとうき
びミール）

甘蔗の茎を粉砕し、発生す
る汁を戻して加熱乾燥した
もの。栄養価は、暫定的に
定めたものである。

（新設）

栄養価（原物中） 消化率

代謝率
畜
　
種

栄養価（原物中） 消化率

代謝率 備　　考



附 

則 
こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 


